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第
三
十
四
回
中
央
教
化
研
究
会
議

一
、
開
催
趣
旨

中
央
教
化
研
究
会
議
は
、
広
く
法
華
経
教
化
に
つ
い
て
論
議
し
、
具
体
的
方
策
を
樹
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

中
央
教
化
研
究
会
議
は
、
各
管
区
の
教
区
教
研
運
営
委
員
を
中
心
と
し
て
、
教
区
・
管
区
で
の
教
化
活
動
の
現
状

を
話
し
合
い
、
お
題
目
総
弘
通
運
動
推
進
に
係
わ
る
諸
問
題
を
検
討
致
し
ま
す
。

各
部
会
で
の
討
議
を
通
し
て
、
教
学
の
現
代
化
、
教
育
問
題
、
社
会
問
題
等
に
取
り
組
み
、
問
題
の
把
握
、
解

決
、
教
材
資
料
の
作
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

論
談
を
通
し
て
、
日
蓮
一
門
、
地
涌
の
菩
薩
と
し
て
の
意
識
を
た
か
め
ま
す
。

二
、
統
一
テ
ー
マ

「
誓
願
」

日
蓮
聖
人
は
何
を
祈
ら
れ
た
の
か

三
、
全

体

会

特
別
講
演

「
日
蓮
聖
人
は
何
を
祈
ら
れ
た
の
か
」

講
師

立
正
大
学
教
授

北
川
前
肇
先
生

四
、
部

会

○
第
一
現
代
教
学
部
会

「
日
蓮
聖
人
の
祈
り

天
下
万
民
諸
乗
一
仏
乗
と
成
て
…
〉

を
考
え
る
」

世
界
的
規
模
の
環
境
破
壊
が
進
み
、
各
地
で
宗
教
対
立
が
厳
し
く
な
る
今
日
、
人
類
全
体
の
幸
福
は
実
現
で
き
る

の
か
。
日
蓮
聖
人
が
理
想
と
さ
れ
た
、
諸
宗
教
が
法
華
経
を
仰
ぐ
時
は
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
成
就
さ
れ
る

と
し
て
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
世
界
な
の
か
。
こ
の
部
会
で
は
、
こ
の
い
わ
ば
「
お
題
目
総
弘
通
運
動
」
の
目
的

と
手
段
に
つ
い
て
、
も
と
開
教
師
の
手
紙
を
も
と
に
討
論
し
、
さ
ら
に
成
就
さ
れ
る
宗
教
的
世
界
の
あ
り
さ
ま
に

つ
い
て
、
現
代
科
学
が
提
示
す
る
世
界
観
を
通
し
て
理
解
を
深
め
た
い
。

○
第
二
現
代
教
化
部
会

「
お
題
目
総
弘
通
運
動
十
八
年
の
点
検
」

立
教
開
宗
七
五
〇
年
を
目
標
に
宗
門
は
三
期
十
八
ヶ
年
の
計
画
を
立
て
、
お
題
目
総
弘
通
運
動
を
展
開
し
て
い
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る
。
い
よ
い
よ
ゴ
ー
ル
と
な
る
正
当
年
を
来
年
に
控
え
、
運
動
の
成
果
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
点
検
し
、
評

価
す
べ
き
点
、
反
省
す
べ
き
点
を
率
直
に
語
り
合
お
う
。
さ
ら
に
意
見
交
換
の
中
か
ら
今
後
の
宗
門
の
あ
り
方
や

新
し
い
運
動
の
方
向
性
を
模
索
し
、
時
代
に
対
応
す
る
教
化
の
方
策
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
今
日
抱
え
て
い
る
問

題
を
考
え
る
。
お
題
目
総
弘
通
運
動
は
永
遠
の
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

○
第
三
現
代
教
育
部
会

「
信
徒
か
ら
僧
侶
へ
〉
｜
法
器
養
成
は
信
行
指
導
か
ら
｜
」

水
泳
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
水
泳
理
論
を
学
ぶ
前
に
、
ま
ず
下
手
で
あ
っ
て
も
泳
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
同

じ
よ
う
に
僧
侶
と
い
う
信
仰
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
信
仰
を
伝
え
る
布
教
伝
道
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぶ
前

に
、
ま
ず
「
信
仰
に
よ
る
有
り
難
い
と
い
う
宗
教
経
験
」
が
必
要
で
あ
る
。
カ
ニ
が
自
分
の
甲
羅
の
大
き
さ
に
穴

を
掘
る
よ
う
に
、
登
山
の
ガ
イ
ド
が
自
分
の
登
っ
た
山
へ
と
初
心
者
を
案
内
す
る
よ
う
に
、
僧
侶
も
自
分
の
泳
い

だ
「
有
り
難
い
日
蓮
聖
人
の
教
え
」
へ
と
檀
信
徒
を
案
内
す
る
。
有
り
難
い
体
験
か
ら
信
徒
へ
、
そ
し
て
僧
侶

へ
、
法
器
養
成
を
日
常
の
信
行
指
導
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

○
第
四
現
代
社
会
問
題
部
会

「
宗
門
の
機
構
改
革
〉

変
容
す
る
現
代
社
会
に
対
応
す
る

伝
道
宗
門
と
し
て
更
に
内
容
の
充
実
を
図
る
た
め
に

」

二
十
一
世
紀
の
初
頭
の
現
在
、
伝
道
宗
門
と
し
て
の
我
が
宗
は
、
そ
の
機
構
を
更
に
充
実
し
た
も
の
に
改
編
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
に
は
、
社
会
の
宗
教
離
れ
と
い
う
深
刻
な
現
象
も
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
中

で
、
我
々
教
師
一
人
ひ
と
り
は
、
宗
門
の
機
構
改
革
と
合
わ
せ
て
、
何
を
す
れ
ば
「
生
き
た
寺
」
と
し
て
の
機
能

を
高
め
る
事
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
。

五
、
開
催
方
式

今
回
の
中
央
教
化
研
究
会
議
は
、
左
記
の
方
式
で
運
営
致
し
ま
す
。

部
会
制
に
よ
り
会
議
を
行
な
う
。
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参
加
者
は
、
部
会
説
明
要
旨
・
参
考
資
料
（『
現
代
宗
教
研
究
』
日
蓮
宗
宗
務
院
発
行
）
な
ど
を
も
と
に
一
部
会

を
選
ぶ
。

参
加
者
は
、
会
議
資
料
・
参
考
資
料
な
ど
を
も
と
に
準
備
を
す
す
め
る
。

会
議
に
お
い
て
討
議
さ
れ
た
も
の
は
、
教
区
教
研
会
議
の
資
料
や
今
後
の
教
化
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
ま
と
め

る
。各

教
区
教
研
会
議
に
お
け
る
成
果
の
発
表
と
し
て
、
教
区
・
管
区
並
び
に
教
化
セ
ン
タ
ー
で
作
成
さ
れ
た
教
箋
等

の
教
化
資
料
を
会
期
中
展
示
場
を
設
け
て
展
示
し
、
教
化
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
宣
伝
す
る
。
尚
、
各
寺
院
発
行
の
も
の

は
、
各
管
区
（
教
化
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
展
示
す
る
。

六
、
会

場

清
澄
寺
研
修
会
館

千
葉
県
安
房
郡
天
津
小
湊
町
清
澄
三
二
二
の
一
清
澄
寺
内

電
話
〇
四
七
〇（
九
四
）〇
五
二
五

七
、
宿

舎

清
澄
寺
研
修
会
館

八
、
参

加

者

宗
務
所
長
よ
り
推
挙
委
嘱
さ
れ
た
教
区
教
研
運
営
委
員
、
或
い
は
各
部
会
に
関
心
が
あ
り
継
続
し
て
取
り
組
め
る
教

師
（
管
区
二
名
原
則
）。
女
性
教
師
も
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

九
、
服

装

折
五
条
・
数
珠
・
布
教
服

十
、
持

参

品

会
議
資
料
・
筆
記
用
具
・
箸
（
使
い
捨
て
を
避
け
る
た
め
に
、
各
自
ご
持
参
下
さ
い
）
・
洗
面
具
（
カ
ッ
プ
等
）。

清
澄
寺
で
は
、
浴
衣
の
み
貸
し
出
し
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
タ
オ
ル
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

○
各
教
区
管
区
内
発
行
の
教
化
資
料
（
配
付
の
場
合
は
二
〇
〇
部
程
度
、
展
示
の
場
合
は
数
部
ご
用
意
く
だ
さ

い
）。

十
一
、
日

程

◎
第
一
日
目

九
月
六
日
（
木
）

受

付

一
二
時
〇
〇
分

一
三
時
〇
〇
分
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開

会

式

一
三
時
〇
〇
分

一
三
時
二
〇
分

特
別
講
演

一
三
時
二
〇
分

一
五
時
二
〇
分

部
会
別
討
議

一
五
時
二
〇
分

一
八
時
〇
〇
分

懇

親

会

一
八
時
三
〇
分

一
九
時
三
〇
分

入

浴

二
〇
時
〇
〇
分

二
二
時
〇
〇
分

就

寝

二
二
時
〇
〇
分

◎
第
二
日
目

九
月
七
日
（
金
）

起

床

四
時
三
〇
分

暁
天
遙
拝

四
時
三
〇
分

五
時
三
〇
分

朝

勤

五
時
三
〇
分

六
時
三
〇
分

朝

食

六
時
三
〇
分

七
時
〇
〇
分

部
会
別
討
議

八
時
〇
〇
分

一
〇
時
三
〇
分

全
体
会
議

一
〇
時
四
〇
分

一
一
時
四
〇
分

閉

会

式

一
一
時
四
〇
分

一
二
時
〇
〇
分

昼
食
解
散

一
二
時
〇
〇
分

帰
り
の
バ
ス

一
二
時
一
五
分


